
第6回（平成２３年度）「土砂災害・全国統一防災訓練」への参加

～土砂災害に対する地域防災力の向上をめざして～

奈良県砂防課

Ⅰ．住民主体の避難訓練の実施

１．避難訓練実施概要

（１）目的

適時適切な土砂災害時の情報伝達、避難勧告、住民に

よる避難経路・場所の確認などにより、避難体制の強化と

防災意識の向上を図る。

（２）実施日及び時間

平成２３年５月１５日（日）９：００～１１：００

（３）対象市町村及び地区

御杖村桃俣区

（４）訓練参加者

・対象地区の住民７２人

・行政２４人

・消防団１８人

・防災団２９人

・合計１４３人が参加

（５）訓練想定

未明からの大雨により大雨洪水警報及び

土砂災害警戒情報が発表される。

２．内容

（１）情報の収集・伝達

（２）避難勧告等の発令

災害対策本部における情報伝達状況

災害対策本部における避難勧告発令検討状況

村役場内に設置された対策本部で、気象情報や避難に関する情

報収集や情報伝達の訓練を行いました。

土砂災害警戒情報の発表に伴い避難勧告が発令され、自治

会長へは電話、地元住民へは防災無線放送により情報伝達さ

れました。



（３）避難所の開設・運営

（４）防災団による避難支援活動

防災団活動状況防災団本部状況 土砂災害学習会状況

職員による管内巡視状況 消防団による車両広報活動状況

多目的研修センター及び三季館を避難所として開設し、７２人

が避難しました。

職員による管内巡視を行い避難路の安全確認を行いまし

た。また消防団による車両広報活動を実施しました。

避難所に集まった住民の方々に対して、土砂災害の危険性

や避難の重要性、そして土砂災害警戒情報について等の説

明を行いました。また、防災グッズや土砂災害に関するパネ

ル展示も行いました。

防災団により地区住民の避難誘導及び災害時要援護者の避難

誘導及び支援訓練を行いました。

（５）避難路の安全確認及び車両広報活動

（６）防災意識の向上

展示状況

受付状況避難所開設状況


